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一
、「
戯
画
図
巻
」
の
制
作

　

中
近
世
日
本
の
文
芸
は
、
し
ば
し
ば
文
字
と
絵
画
の
交
渉
か
ら
形
成
さ
れ
た
。
室

町
物
語
を
は
じ
め
、
多
く
の
作
品
が
奈
良
絵
本
等
に
仕
立
て
ら
れ
る
一
方
、
挿
絵
を

伴
う
明
刊
本
か
ら
の
摂
取
も
盛
ん
で
あ
っ
た
。
奈
良
絵
本
の
全
盛
期
で
あ
る
江
戸
時

代
前
期
に
は
狩
野
派
の
絵
師
た
ち
も
室
町
物
語
の
絵
巻
制
作
等
に
筆
を
染
め
、
そ
の

営
為
を
通
じ
て
、
大
名
家
を
中
心
と
す
る
知
識
階
級
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
上
に
多
彩

な
表
象
文
化
が
形
成
さ
れ
て
ゆ
く
。

　

狩
野
派
内
に
相
当
数
の
御
伽
草
子
や
奈
良
絵
本
・
絵
巻
等
の
情
報
が
蓄
積
さ
れ
て

い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
著
名
な
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
蔵
『
酒
呑
童
子
絵
巻
』
は

狩
野
元
信
（
文
明
八
年
・
一
四
七
六
～
永
禄
二
年
・
一
五
五
九
）
の
筆
、
フ
リ
ー
ア

美
術
館
蔵
『
酒
呑
童
子
絵
巻
』
は
狩
野
昌
運
（
寛
永
十
四
年
・
一
六
三
七
～
元
禄

十
五
年
・
一
七
〇
二
）の
手
に
成
る
。
実
際
、『
古
画
備
考
』巻
四
十
二
狩
野
門
人
譜「
昌

運
季
信
」
に
は
「
元
信
ノ
古
図
ノ
酒
呑
童
子
巻
物
ヲ
写
ス
」「
江
戸
三
丸
様
御
用
ニ

テ
隠
レ
里
ノ
巻
物
」
な
ど
と
見
え
、
障
壁
画
の
数
々
や
「
洛
中
洛
外
ノ
図
」
な
ど
多

く
の
画
業
が
記
さ
れ
る
。
昌
運
は
宗
家
を
支
え
、
後
に
筑
前
藩
の
御
用
絵
師
に
迎
え

ら
れ
て
お
り
、『
卜
養
狂
歌
絵
巻
』
制
作
に
携
わ
っ
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る（

１
）。

　

本
稿
が
注
目
す
る
の
は
、
こ
の
昌
運
描
く
『
異
代
同
戯
図
』
を
は
じ
め
、
江
戸
時

代
前
期
の
狩
野
派
で
制
作
さ
れ
た
一
連
の
「
戯
画
図
巻
」
で
あ
る
。
作
中
に
は
古
今

和
漢
の
故
事
人
物
や
擬
人
化
さ
れ
た
異
類
が
滑
稽
な
し
ぐ
さ
と
取
り
合
わ
せ
に
よ
っ

て
描
か
れ
、
諧
謔
性
と
祝
言
性
に
満
ち
た
空
間
を
構
成
し
て
い
る
。
現
存
諸
本
は
す

べ
て
巻
子
装
で
詞
書
を
持
た
な
い
戯
画
の
連
続
か
ら
成
る
が
、
ス
ペ
ン
サ
ー
・
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
の
奈
良
絵
本『
弥
兵
衛
鼠
』（『
鼠
草
紙
出
世
物
語
』）や『
富
士
の
人
穴
草
子
』

な
ど
、
室
町
物
語
を
踏
ま
え
た
場
面
を
含
む
点
が
注
目
さ
れ
る（

２
）。
能
・
狂
言
な
ど
の

芸
能
や
狂
歌
、
江
戸
初
期
風
俗
画
、
先
行
す
る
説
話
絵
巻
等
と
の
親
近
性
も
高
い
。

登
場
者
は
そ
れ
ぞ
れ
に
ま
つ
わ
る
文
芸
を
礎
に
絵
画
化
さ
れ
て
お
り
、詞
書
な
き
「
戯

画
図
巻
」
は
、
む
し
ろ
「
こ
と
ば
」
に
満
ち
た
豊
か
な
世
界
を
醸
成
し
て
い
る
。
一

十
七
世
紀
狩
野
派
の
「
戯
画
図
巻
」
︱
諸
本
と
点
描
︱

齋
　
藤
　
真
麻
理

＊
キ
ー
ワ
ー
ド

　
　
　

画
題
・
狩
野
昌
運
・
卜
養
狂
歌
・
狂
言
・
六
方
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連
の
作
品
は
、
従
来
、
個
別
に
研
究
の
進
ん
で
来
た
狩
野
派
の
営
為
と
、
奈
良
絵
本

や
風
俗
画
等
の
制
作
享
受
と
を
合
わ
せ
見
る
上
で
も
格
好
の
材
料
で
あ
り
、
そ
の
分

析
を
通
し
て
、
当
時
の
学
芸
や
知
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
延
い
て
は
画
題
生
成
史
を
考

究
す
る
手
が
か
り
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
「
戯
画
図
巻
」
を
め
ぐ
っ
て
は
、
近
年
、
美
術
史
の
研
究
者
に
よ
る
作
品
紹
介
や

内
容
読
解
が
行
わ
れ
て
い
る
。
石
田
佳
也
「
御
用
絵
師
の
戯
画　

狩
野
昌
運
筆
「
異

代
同
戯
図
巻
」
に
つ
い
て
」（『
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
論
集
』
６
、二
〇
〇
二
年
五
月
）

は
「
戯
画
図
巻
」
の
本
格
的
な
考
証
の
嚆
矢
で
あ
り
、
伝
本
七
点
を
報
告
す
る
と
と

も
に
、
昌
運
本
の
読
解
と
「
戯
画
図
巻
」
の
文
化
史
的
意
義
を
論
じ
た
基
本
文
献
で

あ
る
。
次
い
で
狩
野
探
幽
筆
と
伝
え
る
徳
川
美
術
館
本
が
報
告
さ
れ
、
制
作
年
代
の

検
討
や
素
材
研
究
が
進
ん
だ
（
加
藤
祥
平
「
狩
野
探
幽
周
辺
の
戯
画
製
作
に
つ
い
て

︱
徳
川
美
術
館
本
を
中
心
に
︱
」『
金
鯱
叢
書
』
44
、
二
〇
一
七
年
三
月
）。

　

本
作
は
書
名
が
「
異
代
同
戯
図
」「
化
物
絵
」「
滑
稽
仏
画
」
な
ど
区
々
で
あ
る
た

め
に
、
い
ま
だ
国
内
外
に
相
当
数
の
伝
本
が
埋
も
れ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。
本
稿

で
は
こ
れ
ら
を
「
戯
画
図
巻
」
と
総
称
し
、
現
段
階
の
諸
本
を
整
理
す
る
と
と
も
に

そ
の
特
質
の
一
端
を
述
べ
て
み
た
い
。

　
　
　

二
、「
戯
画
図
巻
」
の
伝
本
と
特
徴

　
「
戯
画
図
巻
」
は
徳
川
美
術
館
本
や
香
雪
美
術
館
本
の
存
在
に
よ
り
、
初
発
は
狩

野
探
幽
（
慶
長
七
年
・
一
六
〇
二
～
延
宝
二
年
・
一
六
七
四
）
と
そ
の
周
辺
と
考
え

ら
れ
、
制
作
時
期
は
十
七
世
紀
に
集
中
し
て
い
る
。
以
下
、
伝
承
も
含
め
て
絵
師
の

年
代
順
に
主
要
伝
本
を
掲
出
す
る
。
書
誌
が
未
公
開
の
場
合
は
そ
の
概
要
も
示
す
。

①�

徳
川
美
術
館
本　

伝
狩
野
探
幽
（
一
六
〇
二
～
七
四
）。
二
巻
。
上
巻
三
六
・
三

×
一
三
三
九
・
〇
㎝
。
下
巻
三
六
・
四
×
一
三
二
四
・
七
㎝
。
箱
書
「
探
幽
筆
之

写　

化
物
繪　

二
巻
」。
書
誌
は
注
２
加
藤
論
文
参
照
。

②�

香
雪
美
術
館
本　

伝
狩
野
探
幽
。
二
巻
。
上
巻
二
七
・
八
×
一
〇
七
〇
・
七

㎝
。
下
巻
二
七
・
八
×
九
三
八
・
七
㎝
。
第
一
紙
は
一
三
三
・
七
㎝
（
上
）、

一
三
三
・
四
㎝
（
下
）。
第
二
紙
は
一
三
六
・
九
㎝
（
上
）、
一
三
四
・
四
㎝
（
下
）。

以
下
同
様
に
長
尺
の
料
紙
を
用
い
る
。

　

表
紙　

薄
青
、
絹
、
織
出
。

　

外
題
等　

�

書
題
簽
「
探
幽
筆
狂
画�

二
巻
之
内�

暁
斎
主
」（
上
）。「
探
幽
戯
画
」（
下
）。

題
簽
寸
法
一
八
・
八
×
二
・
五
㎝
（
上
）。
一
九
・
〇
×
二
・
〇
㎝
（
下
）。

　

見
返
し　

金
銀
砂
子
切
箔
散
ら
し
。
寸
法
三
四
・
八
㎝
（
上
）。
三
〇
・
三
㎝
（
下
）。

　

伝
来　

�

河
鍋
暁
斎
旧
蔵
。
村
山
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
。
今
尾
景
年
に
よ
る
明
治
三
十
五

年
の
極
あ
り
。

　

箱
書
等　

�

元
箱
あ
り
、
金
高
蒔
絵
「
探
幽
狂
画　

二
巻
／
暁
斎
蔵
」、
寸
法

三
二
・
〇
×
二
〇
・
二
×
一
二
・
〇
㎝
。

　

備
考　

�

画
中
に
人
物
名
を
墨
書
。
紙
継
ぎ
上
部
に
順
を
示
す
墨
書
あ
り
。
天
地
断

裁
。
上
巻
末
に
「
探
幽
狂
画
／
洞
郁
暁
斎
主
（
朱
印
陽
刻
方
印
）」、
下
巻

末
に
「
明
治
十
一
寅
四
月
求
之
／
探
幽
狂
画　

暁
斎
蔵
（
朱
印
陽
刻
方
印
）

と
記
す
。
各
巻
の
包
布
に
墨
書
「
二
巻
之
内
／
明
治
廿
年
／
洞
郁
暁
斎
主

／
亥
三
月
廿
二
日
」、墨
書
上
部
に「
精
神
」（
朱
印
陽
刻
方
印
）、下
部
に「
師
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匠
思
之
」（
朱
印
陰
刻
方
印
）。

③�

個
人
蔵
本　

狩
野
永
納
（
一
六
三
一
～
九
七
）
筆
。「
滑
稽
図
巻
」。
一
巻
。

二
九
・
三
×
八
六
九
・
四
㎝
。
画
中
に
人
物
名
を
墨
書
。
巻
末
に
「
永
納
筆
（
落

款
二
顆
）」。（
未
見
）

④�

福
岡
市
美
術
館
本　

狩
野
昌
運
（
一
六
三
七
～
一
七
〇
二
）
筆
。
一
巻
。
二
八
・

七
×
一
三
九
七
・
四
㎝
。

　

表
紙　

萌
黄
色
。
絹
、
梅
と
琵
琶
な
ど
八
宝
文
様
の
織
出
（
金
糸
）。

　

外
題
等　

�

書
題
簽
「
異
代
同
戯
図
」。
題
簽
寸
法
一
四
・
二
×
三
・
四
㎝
。
金
泥

下
絵
あ
り
。

　

見
返
し　

金
泥
の
霞
に
金
切
箔
を
散
ら
す
。

　

料
紙　

鳥
の
子
。

　

印
記
等　

�

巻
末
に
「
狩
野
昌
運
季
信
圖
之
」
と
墨
書
。
朱
印
陽
刻
方
印
「
鉤
深
斎
」、

寸
法
三
・
〇
×
二
・
九
㎝
。

　

備
考　

�

画
中
に
人
物
名
を
墨
書
。
元
箱
あ
り
、
三
四
・
〇
×
一
〇
・
三
×
九
・
六

㎝
。

⑤
國
學
院
大
學
図
書
館
本　

狩
野
昌
運
筆
。
一
巻
。
二
八
・
七
×
一
〇
八
五
・
一
㎝
。

　

表
紙　

萌
黄
色
。
絹
、
梅
と
琵
琶
な
ど
八
宝
文
様
の
織
出
（
金
糸
）。

　

外
題
等　

�

書
題
簽
「
異
代
同
戯
図
」。
題
簽
寸
法
一
四
・
二
×
三
・
三
㎝
。
金
泥

下
絵
あ
り
。

　

見
返
し　

金
泥
の
霞
に
金
切
箔
を
散
ら
す
。

　

料
紙　

鳥
の
子
。

　

印
記
等　

�

巻
末
に
「
狩
野
昌
運
季
信
圖
之
」
と
墨
書
。
朱
印
陽
刻
方
印
「
鉤
深
斎
」、

寸
法
三
・
〇
×
二
・
九
㎝
。

　

備
考　

�

請
求
番
号
、
貴
一
五
六
三
。
画
中
に
人
物
名
を
墨
書
。
後
補
の
箱
あ
り
。

三
三
・
二
×
九
・
七
×
九
・
二
㎝
。

⑥�

ギ
メ
美
術
館
本　

狩
野
為
信
（
一
六
五
五
～
一
七
一
五
）
筆
。
二
巻
。
上
巻

三
一
・
四
×
一
〇
七
一
・
五
㎝
。
下
巻
三
一
・
八
×
一
〇
九
一
・
七
㎝
。

　

表
紙　

緑
色
。
絹
、
鹿
と
紅
葉
文
様
の
織
出
（
金
糸
）。
各
巻
二
六
・
五
㎝
。

　

外
題
等　

な
し
。
所
蔵
者
整
理
書
名
「
戯
画
図
巻
」。

　

見
返
し　

金
切
箔
散
ら
し
。

　

料
紙　

絹
本
。

　

備
考　

�

請
求
番
号
、MG4318

～9

。
画
中
に
人
物
名
の
記
載
な
し
。
各
巻
末
に「
藤

原
為
信
筆
」
と
墨
書
、
落
款
二
顆
「
狩
野
主
水
」（
朱
印
陰
刻
丸
印
）、「
狩

野
為
信
」（
朱
印
陽
刻
壺
印
）
あ
り
。
各
巻
と
も
後
半
に
傷
み
。

⑦�

大
英
博
物
館
本　

狩
野
周
信
（
一
六
六
〇
～
一
七
二
八
）
筆
。
一
巻
。
三
一
・
二
×

五
〇
九
・
一
㎝
。「
戯
画
図
巻
」。
巻
末
「
周
信
筆
」、
落
款
「
如
川
齋
」。（
未
見
）

⑧
架
蔵
本　

伝
狩
野
周
信
写
。
一
巻
。
二
六
・
六
×
六
八
三
・
二
㎝
。

　

表
紙　

絹
、
向
か
い
鶴
等
の
織
出
。

　

外
題
等　

�

表
紙
に
金
紙
を
貼
付
す
る
が
書
名
な
し
。
箱
に
墨
書
紙
片
「
土
佐
光
信

狂
画
圖　

周
信
之
写
」
を
貼
付
。

　

見
返
し　

金
切
箔
を
散
ら
す
。

　

料
紙　

鳥
の
子
。

　

備
考　

�

画
中
に
人
物
名
を
墨
書
し
た
金
紙
を
貼
付
。
巻
末
「
此
一
巻
土
佐
光
信
狂

画
圖
／
周
信
寫
（
落
款
）」
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⑨�
武
蔵
野
美
術
大
学
本　

筆
者
未
詳
。
二
巻
。
三
八
・
六
×
二
七
九
・
六
㎝
（
登

録
番
号199801004500

）。
三
八
・
一
×
一
〇
五
〇
・
八
㎝
（
登
録
番
号

199801004400

）。
仮
に
後
者
を
下
巻
と
す
る
。

　

表
紙　

白
橡
色
（
上
巻
）。
白
鼠
色
（
下
巻
）。
い
ず
れ
も
絹
、
無
地
。

　

外
題
等　

�

書
題
簽
「
聖
賢
漫
画
」。
題
簽
寸
法
二
一
・
八
×
二
・
五
㎝
（
上
）、

二
五
・
七
×
一
・
五
㎝
（
下
）。
箱
書
「
聖
賢
漫
画
」。

　

見
返
し　

金
切
箔
を
散
ら
す
。

　

料
紙　

楮
紙
。
一
紙
は
概
ね
二
六
・
六
㎝
内
外
。

　

備
考　

�

川
崎
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
。
川
崎
鈴
彦
氏
の
整
理
に
よ
る
（
同
館
学
芸
員
、
佐

伯
聡
子
氏
の
ご
教
示
。
ま
た
注
１
図
録
参
照
）。
下
巻
末
「
此
巻
物
二
軸　

所
蔵
之
壱
巻
ハ
於
三
千
写
三
月
日

壱
巻
ハ
野
生
写
閏
五
月
日
／
天
明
元
年
日
閏
五
月
十
三
日
」
と
記
す
。

画
中
に
人
物
名
の
記
載
な
し
。
彩
色
、
色
指
定
、
多
数
。

⑩�

耕
三
寺
博
物
館
本　

筆
者
未
詳
（
江
戸
時
代
後
期
）。
一
巻
。
二
六
・
四
×

一
〇
四
九
・
一
㎝
。

　

表
紙　

金
茶
色
。
絹
、
鉄
線
唐
草
文
様
等
の
織
出
。

　

外
題
等　

な
し
。
所
蔵
者
整
理
書
名
「
戯
れ
絵
巻
」。

　

見
返
し　

金
泥
で
霞
等
を
描
く
。

　

料
紙　

楮
紙
。

　

備
考　

�

画
中
に
人
物
名
を
墨
書
。
朱
印
陽
刻
方
印
二
顆
。「
鼎
盦
蔵
書
」、
寸
法
三
・

〇
×
三
・
〇
㎝
、「
書
肆
村
上
蔵
書
之
印
」、
寸
法
三
・
四
×
二
・
三
㎝
。
箱

あ
り
、
二
九
・
五
×
七
・
二
×
六
・
七
㎝
。

⑪�

東
京
藝
術
大
学
美
術
館
本　

筆
者
未
詳
。
麻
布
一
本
松
狩
野
家
資
料
の
う
ち
。
一

巻
。
三
六
・
五
×
八
三
五
・
八
㎝
。

　

表
紙　

薄
茶
色
む
ら
染
め
紙
。

　

外
題
等　

打
付
書
「
滑
稽
佛
画
」。

　

見
返
し　

本
文
共
紙
。

　

料
紙　

楮
紙
。

　

諸
本
中
、
注
目
さ
れ
る
の
は
狩
野
昌
運
筆
の
④
福
岡
市
美
術
館
本
と
⑤
國
學
院
大

學
図
書
館
本
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
も
と
も
と
一
具
の
図
巻
で
あ
っ
た
と
思
う
。
後
掲

の
と
お
り
、
題
簽
は
同
筆
で
巻
末
の
署
名
や
落
款
も
等
し
く
、
一
紙
あ
た
り
の
大
ぶ

り
な
寸
法
も
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
重
複
す
る
こ
と
な
く
計
四
十
二
図
が
描
か
れ
、
巻
頭

は
「
鼠
の
正
月
風
景
」
と
「
福
神
の
武
術
」
か
ら
始
ま
る
。
即
ち
、
昌
運
本
は
絵
師

の
明
ら
か
な
二
巻
の
揃
い
本
と
見
做
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
、
本
稿
で
は
こ
れ

を
基
準
に
稿
末
の
「
場
面
一
覧
」
を
作
成
し
た
。

　

そ
こ
に
見
る
と
お
り
、
各
図
は
あ
る
程
度
の
連
続
性
を
持
っ
て
継
承
さ
れ
て
い
る

が
、
模
本
も
含
ま
れ
、
明
確
に
系
統
を
立
て
る
の
は
難
し
い
。
場
面
数
が
最
多
の
徳

川
美
術
館
本
も
、
後
世
の
模
本
で
あ
る
た
め
に
全
場
面
が
制
作
当
初
の
姿
と
は
言
い

切
れ
ず
、
写
し
崩
れ
や
後
の
補
完
も
考
え
ら
れ
る
。
耕
三
寺
博
物
館
本
に
つ
い
て
は

制
作
年
代
は
下
る
が
、
図
３
の
弁
才
天
が
琵
琶
を
振
り
上
げ
る
挙
措
な
ど
、
ギ
メ
美

術
館
本
に
近
い
箇
所
が
見
受
け
ら
れ
る
。

　

諸
本
の
冒
頭
に
は
「
鼠
の
正
月
風
景
」「
鷹
に
さ
ら
わ
れ
る
風
神
」「
福
神
の
武
術
」

が
置
か
れ
て
お
り
、
ゆ
る
や
か
に
系
統
が
分
か
れ
て
い
る
。
風
神
の
図
は
い
わ
ゆ
る

「
一
富
士
二
鷹
三
茄
子
」
の
絵
画
化
で
あ
り（

３
）、
い
ず
れ
も
正
月
に
相
応
し
い
め
で
た
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き
図
様
が
選
ば
れ
て
い
る
。
香
雪
美
術
館
本
の
み
下
巻
が
「
寿
老
人
と
猿
の
首
引
き
」

か
ら
始
ま
る
が
、
該
本
は
改
装
さ
れ
て
お
り
、
掲
出
順
が
制
作
当
初
と
異
な
る
痕
跡

が
見
出
せ
る
。
と
く
に
下
巻
の
大
黒
な
ど
「
福
神
の
武
術
」
部
分
の
料
紙
は
他
所
と

比
べ
て
汚
れ
や
疲
れ
が
目
立
つ
一
方
、
描
き
ぶ
り
が
精
緻
で
あ
っ
て
、
も
と
は
こ
れ

が
巻
頭
に
あ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る（

４
）。
や
は
り「
戯
画
図
巻
」は
本
来
二
巻
本
で
、

巻
頭
は
「
鼠
の
正
月
風
景
」「
鷲
に
さ
ら
わ
れ
る
風
神
」「
福
神
の
武
術
」
の
い
ず
れ

か
が
置
か
れ
て
い
た
も
の
と
推
測
す
る
。「
戯
画
図
巻
」
は
こ
う
し
た
揺
れ
を
見
せ

な
が
ら
も
、
中
世
か
ら
江
戸
時
代
前
期
の
多
様
な
文
芸
を
取
り
込
み
、
機
智
と
当
代

性
を
反
映
し
つ
つ
、
新
た
な
戯
れ
の
世
界
を
現
出
し
て
い
る
。

　
　
　

三
、「
戯
画
図
巻
」
の
当
代
性 

―
「
六
ほ
う
」
の
登
場
―

　
「
戯
画
図
巻
」
に
は
「
洛
中
洛
外
図
」
や
遊
楽
図
な
ど
近
世
初
期
風
俗
画
と
近
し

い
場
面
が
散
見
し
、
い
わ
ば
風
俗
画
の
系
譜
に
連
な
る
一
面
を
持
っ
て
い
る
。
そ
の

中
か
ら
「
か
る
た
賭
博
」
の
図
に
注
目
し
て
み
た
い
。

　

國
學
院
大
學
本
で
は
車
座
で
博
奕
に
興
じ
る
観
音
・
孔
子
・
文
殊
・
神
農
ら
に
混

じ
っ
て
賭
銭
を
前
に
「
六
ほ
う
」
が
力
ん
だ
表
情
を
見
せ
、
悠
然
と
見
物
す
る
維
摩

の
脇
で
は
十
王
が
金
勘
定
に
余
念
が
な
い
。
徳
川
美
術
館
本
は
筆
致
や
色
指
定
な
ど

に
異
同
は
あ
る
も
の
の
、
登
場
者
と
そ
の
配
置
は
國
學
院
大
學
本
と
一
致
す
る
。
香

雪
美
術
館
本
の
登
場
者
も
両
本
に
同
じ
く
、
並
び
順
の
み
異
な
る
。
ギ
メ
美
術
館
本

は
両
本
と
や
や
距
離
が
あ
り
、「
六
ほ
う
」
も
描
か
れ
な
い
。
先
行
研
究
は
「
六
方

の
典
拠
は
未
詳
で
あ
る
も
の
の
、
カ
ル
タ
賭
博
と
い
う
主
題
で
の
群
像
表
現
を
目
的

に
儒
教
・
仏
教
・
道
教
か
ら
無
作
為
に
選
出
さ
れ
た
向
き
が
あ
る
」
と
し
、
狂
言
「
博

奕
十
王
」
か
ら
の
連
想
を
指
摘
す
る（

５
）。
し
か
し
、
狂
言
の
十
王
が
博
奕
打
ち
と
の
勝

負
に
負
け
、
地
獄
案
内
を
さ
せ
ら
れ
る
の
に
対
し
、「
戯
画
図
巻
」
の
十
王
が
金
勘

定
に
勤
し
む
体
は
、
中
世
以
来
の
慣
用
句
「
地
獄
ノ
沙
汰
モ
銭
ガ
ス
ル
」（『
法
華
経

直
談
鈔
』『
一
乗
拾
玉
抄
』
ほ
か
）
さ
な
が
ら
の
光
景
と
も
い
え
よ
う
。

　

他
の
面
々
も
博
奕
に
縁
あ
る
人
物
が
選
ば
れ
た
と
思
う
。
た
と
え
ば
孔
子
は
『
論

語
』
陽
貨
篇
巻
十
七
之
二
二
に
「
子
曰
、
飽
食
終
日
、
無
所
用
心
、
難
矣
哉
、
不
有

博
弈
者
乎
、
爲
之
、
猶
賢
乎
已
」
と
い
う
。
む
ろ
ん
、
こ
の
場
合
の
博
奕
は
双
六
や

碁
を
指
し
、
い
わ
ゆ
る
賭
博
を
意
味
し
な
い
。

ナ
ス
ワ
サ
モ
ナ
ク
、
無
事
ニ
シ
テ
永
日
ノ
消
ヌ
ル
ヨ
リ
ハ
、
博
奕
ヲ
ス
ル
ハ
マ

サ
レ
リ
。
為
之
ナ
ス
ワ
サ
モ
ナ
ク
シ
テ
居
ヨ
リ
ハ
、
博
奕
ヲ
ス
ル
ハ
マ
サ
レ
リ

ト
云
。
聖
人
ノ
、
人
ニ
教
ル
ニ
博
奕
ス
ル
ニ
非
ス
。
安
閑
無
事
ニ
シ
テ
、
徒
ニ

居
コ
ト
ノ
ア
サ
マ
シ
キ
ト
云
ン
為
ニ
、
博
奕
ヲ
假
テ
云
ル
也
。
徒
ニ
イ
ル
ハ
、

博
奕
ノ
ア
サ
マ
シ
キ
ニ
ハ
猶
劣
ル
ト
云
ン
為
也
。
博
奕
ヲ
許
ト
ハ
心
得
ヘ
カ
ラ

ス
。
博
者
十
二
碁キ

對
而
擲ナ
ク
ル　

レ

采サ
イ
ヲ

者
也
ト
注
ス
。
雙
六
ノ
事
也
。
奕
ハ
圍ヰ

碁ゴ

也
。

今
ノ
バ
ク
チ
ニ
ア
ラ
ズ
。�

（
応
永
二
十
七
年
本
『
論
語
抄
』
陽
貨
第
十
七
）

　

し
か
し
、
そ
も
そ
も
文
字
表
記
の
持
つ
力
は
強
い
。
こ
の
言
説
は
、
後
世
、
孔
子

が
博
奕
と
結
び
つ
く
機
縁
と
し
て
は
十
分
で
あ
っ
た
ろ
う
。
加
え
て
『
孔
子
家
語
』

巻
第
一
・
五
儀
解
第
七
に
は
「
哀
公
問
於
孔
子
曰
、吾
聞
君
子
不
博
、有
之
乎
、孔
子
曰
、

有
之
、
公
曰
、
何
為
、
對
曰
、
為
其
有
二
乗
、
公
曰
、
有
二
乗
、
則
何
為
不
博
、
子

曰
、
為
其
兼
行
惡
道
也
」
と
い
い
（
国
立
公
文
書
館
蔵
古
活
字
版
）、『
説
苑
』
君
道

な
ど
に
も
同
話
が
載
る
。
こ
う
し
た
言
説
が
浸
透
し
て
い
た
こ
と
は
、崇
福
寺
本
『
付
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喪
神
絵
巻
』
の
画
中
詞
が
雄
弁
に
物
語
っ
て
い
る
。
即
ち
、
付
喪
神
た
ち
が
囲
碁
や

双
六
を
楽
し
む
場
面
に
続
き
、
車
座
に
な
っ
て
博
奕
を
打
つ
さ
ま
が
描
か
れ
、
傍
ら

に
座
す
僧
形
の
付
喪
神
は
「
博
奕
は
孔
子
の
い
ま
し
め
し
事
そ
か
し
。
あ
ら
〳
〵
う

つ
ま
し
や
。
さ
り
な
か
ら
、
ふ
奉
き
ら
せ
よ
」
と
声
を
か
け
て
い
る
。「
戯
画
図
巻
」

の
孔
子
が
か
る
た
博
奕
に
興
じ
る
の
も
当
然
の
帰
結
な
の
で
あ
っ
た
。

　

神
農
は
こ
の
場
面
を
持
つ
諸
本
に
必
ず
描
か
れ
る
が
、
香
雪
美
術
館
本
・
ギ
メ
美

術
館
本
・
永
納
本
で
は
六
十
四
掛
の
図
を
拡
げ
、
小
判
を
獲
得
し
て
い
る
。
易
学
に

長
け
た
彼
は
自
ら
の
知
に
よ
っ
て
勝
負
の
行
方
を
占
い
、
見
事
に
利
を
得
た
と
解
さ

れ
よ
う
。

　

勝
負
を
見
守
る
維
摩
も
ま
た
、
博
奕
の
場
に
ふ
さ
わ
し
い
人
物
で
あ
っ
た
。『
維

摩
詰
所
説
経
』方
便
品
第
二
に
は「
若
至
博
弈
戲
處
輒
以
度
人
。
受
諸
異
道
不
毀
正
信
」

と
説
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。『
維
摩
経
』
は
病
床
に
臥
す
維
摩
と
見
舞
い
に
訪

れ
た
文
殊
菩
薩
と
の
問
答
を
軸
と
す
る
経
典
で
あ
る
か
ら
、
維
摩
と
と
も
に
文
殊
が

こ
の
場
に
加
わ
る
と
い
う
趣
向
に
も
納
得
が
ゆ
こ
う
。
し
か
も
國
學
院
大
學
本
の
文

殊
は
座
の
中
で
唯
一
、
金
色
の
小
判
を
積
み
上
げ
て
い
る
。「
提
婆
が
悪
も
観
音
の

慈
悲
、槃
特
が
愚
痴
も
文
殊
の
智
慧
」（「
卒
塔
婆
小
町
」）
な
ど
と
謡
わ
れ
た
よ
う
に
、

智
慧
の
文
殊
な
ら
で
は
の
圧
勝
で
あ
っ
た
。「
戯
画
図
巻
」
は
多
種
多
様
な
勝
負
の

さ
ま
を
描
く
の
み
な
ら
ず
、
さ
り
げ
な
く
勝
敗
を
も
示
し
て
み
せ
る
。

　

こ
の
面
々
の
中
で
や
や
奇
異
に
映
る
の
は
、
儒
仏
神
仙
の
い
ず
れ
に
も
属
さ
な
い

「
六
ほ
う
」
で
あ
る
。
刀
を
携
え
、髷
を
結
い
、い
か
つ
い
挙
措
が
印
象
的
な
こ
の
男
、

果
た
し
て
何
者
で
あ
ろ
う
か
。

　

そ
の
問
い
を
解
く
手
が
か
り
は
、
寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）
成
立
の
狩
野
昌
運
筆

『
卜
養
狂
歌
絵
巻
』
に
見
出
せ
る
（
参
考
図
）。
彼
と
國
學
院
大
學
本
「
六
ほ
う
」
は
、

臂
を
張
っ
た
挙
措
や
髭
の
さ
ま
な
ど
全
体
に
よ
く
似
て
い
る
。
彼
は
不
調
法
な
「
や

つ
こ
」
で
あ
っ
た
。

或
人
の
も
と
へ
ゆ
き
け
る
や
つ
こ
一
人
あ
り
。
い
か
な
る
人
ぞ
と
た
づ
ね
け
れ

ば
、
や
つ
こ
、
す
る
が
の
し
ば
が
き
を
う
つ
の
や
の
も
の
と
、
声
よ
く
さ
げ
に

い
ふ
。
そ
の
後
、
所
望
し
け
れ
ば
、
天
下
一
ぶ
ひ
や
う
し
も
の
ゝ
下
手
に
て
侍

れ
は
、
ひ
そ
か
に
て
い
し
ゆ
の
か
た
へ
よ
み
て
つ
か
は
り
け
る
、　

柴
が
き
を　
　

う
つ
の
山
邊
の
う
つ
け
も
の
夢
に
も
ひ
と
つ
あ
は
ぬ
手
ひ
や
う
し

�

（
放
送
大
学
図
書
館
蔵
『
卜
養
狂
歌
絵
巻
』）

　
「
や
つ
こ
」
に
つ
い
て
、『
武
江
年
表
』
の
記
事
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

○
今
年
町
奴
御
穿
鑿
あ
り
、
夢
の
市
郎
兵
衛
、
唐
犬
権
兵
衛
な
ど
い
へ
る
男
伊

達
と
号
せ
し
悪
党
の
事
な
り
、
六
方
組
な
ど
ゝ
号
し
て
、
市
中
を
は
い
く
わ
い

し
喧
嘩
を
仕
か
け
、
諸
人
の
妨
せ
し
も
の
也
、
六
方
、
六
方
言
葉
等
の
事
、
醒

世
翁
の
奇
跡
考
、
柳
亭
翁
の
用
捨
箱
等
を
見
て
其
趣
を
し
る
べ
し
、
こ
の
男
伊

達
の
内
山
中
源
左
衛
門
と
い
ふ
も
の
、
正
徳
年
中
糀
町
眞
法
寺
に
て
腹
切
し
時

辞
世　

わ
ん
ざ
く
れ
ふ
ん
ば
る
べ
い
か
け
ふ
ば
か
り
、
あ
す
は
か
ら
す
が
か
つ

か
じ
る
べ
い
、
こ
れ
則
六
方
言
葉
也
、
こ
の
時
の
町
奴
の
名
三
十
四
人
談
海
に

見
え
た
り
、�

（『
武
江
年
表
』
承一

応六

三五

年四

甲
午
巻
の
二
）

　

す
な
わ
ち
「
六
ほ
う
」
と
は
、
万
治
・
寛
文
（
一
六
五
八
～
七
三
）
頃
に
一
世
を

風
靡
し
た
、
い
わ
ば
江
戸
の
男
伊
達
、
悪
党
で
あ
っ
た
。「
戯
画
図
巻
」
が
描
い
た

の
は
こ
れ
で
あ
る
。
彼
ら
は
鉄
砲
組
、
笊
籬
組
、
鶺
鴒
組
、
吉
屋
組
、
大
小
神
祇
組
、

唐
犬
組
な
ど
徒
党
を
組
み
、
六
方
組
と
号
し
て
辺
り
を
払
っ
た
。
そ
の
風
俗
や
挙
動
、
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伊
達
姿
も
「
六
方
」
と
称
さ
れ
た
が
、
徳
川
家
綱
の
御
代
に
至
っ
て
厳
し
い
取
締
を

受
け
た
。
彼
ら
が
使
っ
た
関
東
な
ま
り
の
荒
い
言
葉
づ
か
い
は
「
六
方
詞
」
と
も
呼

ば
れ
た（

６
）。
天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
刊
『
用
捨
箱
』
上
之
巻
・
十
一
「
六
方
詞
」

は「
六
方
詞
の
み
集あ

つ

め
し
画ゑ
ざ
う
し

草
紙
」の
透
き
写
し
を
添
え
て
、以
下
の
記
事
を
載
せ
る
。

昔
奴や

つ
こ

と
ゝ
な
へ
し
は
男
達だ
て

の
事
な
り
。（
中
略
）
或あ
る
ひは
六ろ
つ

方ぱ
う

者も
の

と
い
ふ
事
は
、

昔
々
物
語
に
も
出
て
人
の
知し

る
と
こ
ろ
な
り
。
詞こ
と
ばも
な
ま
ぬ
る
き
を
忌い
み

、
片か
た

言こ
と

を
好こ
の

み
て
い
ふ
。
か
た
じ
け
な
い
を
、
か
た
じ
う
け
な
い
と
の
べ
、
泪な
み
だ
を
な

だ
、
と
つ
む
る
の
類た

ぐ
ひ、
か
ぞ
へ
も
尽つ
く

し
難が
た

し
。
事
だ
を
こ
ん
だ
、
う
ち
か
く
る

を
、
ぶ
つ
か
け
る
、
い
は
ゆ
る
関く

わ
ん
と
う東べ
い
也
。（
中
略
）
彼か
の

六
方
詞こ
と
ば

、
名
の
り

詞
な
ん
ど
い
ふ
を
、演の

べ

て
後の
ち

狂き
や
う
げ
ん
言
に
か
ゝ
る
が
、並な
べ

て
当た
う
じ時
の
風ふ
う

な
り
。（
中
略
）

そ
の
六
方
詞こ

と
ば

の
み
集あ
つ

め
し
画ゑ
ざ
う
し

草
紙
友
人
豊
芥
子
の
蔵ざ
う

に
あ
り
。（
中
略
）
是こ
れ

よ

り
前さ

き

に
是こ
れ
ら等
の
草
紙
数か
ず
〳種〵
あ
り
し
事
、
此
奥お
く

書が
き

に
見
え
た
り
。
こ
れ
を
以も
て

当こ
の

時こ
ろ

の
流り
う

行か
う

お
も
ひ
や
る
べ
し
。�
（
日
本
随
筆
大
成
）

　

種
彦
が
「
当こ

の

時こ
ろ

の
流り
う

行か
う

お
も
ひ
や
る
べ
し
」
と
記
し
た
と
お
り
、
寛
文
九
年

（
一
六
六
九
）
刊
『
卜
養
狂
歌
集
』
に
も
「
た
ま
は
り
し
木
地
三
つ
く
み
の
ぬ
り
も�

の
は
う
る
し
い
〳
〵
い
か
た
ち
う
け
な
い
」
の
一
首
を
収
め
、
寛
文
十
一
年
（
一
六�

七
一
）
刊
『
ぬ
れ
ぼ
と
け
』
は
六
方
者
の
平ひ
ょ
う
き
ん金を
主
人
公
と
し
、
異
様
な
出
で
立
ち

で
長
刀
を
帯
び
、
悪
所
通
い
を
続
け
る
さ
ま
を
、
奴
詞
を
織
り
交
ぜ
て
活
写
す
る
。

古
今
無ぶ

そ
う双
の
曲く
せ

者も
の

と
、
そ
の
名
は
四
方
に
隠か
く

れ
な
き
、
こ
の
平
金
が
切
先
へ
立

向む

か
わ
ん
者
あ
ら
ば
、
砂さ
ば
ち鉢
を
掛か

け
て
胸む
な

板い
た

ま
で
、
切き
つ

先さ
き

外は
づ

し
に
深ふ
か

々〴
〵

と
、
し

の
字
を
書
い
て
や
る
べ
い
は
。�

（
日
本
思
想
大
系
『
ぬ
れ
ぼ
と
け
』
上
）

　

粋
が
る
平
金
は
、
儒
者
か
ら
「
其そ

の

方ほ
う

の
有あ
り

様さ
ま

は
、
人
の
姿す
が
たで
更さ
ら

に
な
し
。
六
方
を

専せ
ん

と
し
て
、
三し
や
み
せ
ん

味
線
・
小
哥
に
染し

み
凝こ
ほ

り
、
親
の
誶い
さ

め
・
世
の
謗そ
し

り
、
朋ほ
う

友ゆ
う

の
交ま
じ

わ

り
も
、
憚は

ゞ
かる
心
更さ
ら

に
な
く
、
随ず
い

心し
ん

多お
ゝ

き
其
方
は
、
世
の
遊ゆ
う

民み
ん

と
こ
れ
を
い
ふ
」
と
諫

め
ら
れ
る
が
意
に
も
介
さ
な
い
。
寛
文
十
二
年
（
一
六
七
二
）
刊
の
芭
蕉
撰
『
貝
お

ほ
ひ
』三
十
番
俳
諧
合
に
も「
消き

え

残
る
雪
間
や
諸も
ろ

あ
し
ふ
ん
ご
ん
だ（
五
番
右
・
一
友
）」

「
小
六
方
の
木
ざ
し
や
菖し

や
う
ぶ
が
た
な

蒲
刀
の
身み　
（
十
二
番
左
勝
・
義
子
）　

こ
れ
さ
。
爰
許
へ
。

小
六
方
と
。
ほ
ざ
け
だ
い
た
る
で
つ
ち
は
。
う
る
し
い
こ
ん
で
は
。
あ
る
で
は
あ
る

ぞ
（
十
二
番
判
詞
）」
な
ど
、六
方
詞
、奴
詞
が
頻
出
す
る
（『
校
本
芭
蕉
全
集
』
６
）。

寛
文
十
二
年
刊
『
後
撰
夷
曲
集
』
等
に
も
六
方
や
そ
の
荒
い
言
葉
が
散
見
す
る
。

　
　
　
　

�

蕨
の
宿
に
て
馬
子
と
も
の
喧
𠵅
す
る
を
み
て
か
れ
が
心
を
す
な
は
ち
奴や
つ
こ子

詞
に
て
よ
み
侍
り
し　

行
風

手
を
出
せ
ろ
お
つ
て
く
れ
へ
い
は
か
つ
ら
め　

と
こ
さ
蕨
の
し
ゆ
く
の
馬
か
た

�

（『
後
撰
夷
曲
集
』
巻
第
六
）

其
男を

と
こ

は
本ほ
ん

町
二
町て
う
め目
能の

登と

屋や

藤と
う

内な
い

と
て
名な

を
得え

し
町ま
ち

六
方は
う

の
か
く
れ
な
く
。

�

（
貞一

享六

四八

年七

刊
『
武
道
伝
来
記
』
巻
三
第
四
「
初は
つ

茸た
け

狩か
り

は
恋こ
ひ

草く
さ

の
種た
ね

」）

古
き
歌
に
、
つ
く
ば
山
つ
く
ば
つ
て
さ
へ
で
つ
か
い
に
つ
ツ
た
つ
た
ら
猶
で
つ

か
ゝ
る
べ
い　

是
い
は
ゆ
る
関
東
べ
い
な
り
。
諺
に
べ
い
〳
〵
詞
が
や
む
べ
い

な
ら
借
り
て
も
三
百
つ
ん
だ
す
べ
い　

そ
の
か
み
侠
客
好
み
て
か
や
う
の
詞
を

つ
か
ひ
し
を
奴
こ
と
ば
と
い
へ
り
。（
中
略
）
歌
舞
伎
に
て
曽
我
狂
言
な
ど
に

其
詞
を
と
り
て
用
ゆ
、
朝
比
奈
が
も
さ
な
ど
是
な
り
、（
中
略
）
奴
詞
は
俳
諧

に
も
往
々
見
た
り
、�

（
天一

保八

元三

年〇

刊
『
嬉
遊
笑
覧
』
巻
九
下
言
語
「
奴
詞
」）

　
「
六
方
」
の
挙
措
や
こ
と
ば
は
、
歌
舞
伎
に
も
取
り
込
ま
れ
て
大
い
に
人
気
を
博

す
こ
と
と
な
っ
た
。
延
宝
元
年（
一
六
七
三
）刊『
六
方
こ
と
ば
』に
も
肩
を
怒
ら
せ
、
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臂
を
張
っ
た
役
者
の
挙
措
が
描
か
れ
て
い
る
。

　

溯
れ
ば
、
こ
の
東
国
的
表
現
「
い
は
ゆ
る
関
東
べ
い
」
は
ロ
ド
リ
ゲ
ス
『
日
本
大

文
典
』
に
関
東
で
盛
ん
に
使
わ
れ
る
表
現
で
あ
る
由
が
記
さ
れ
て
お
り
、
奈
良
絵
本

の
画
中
詞
を
も
彩
っ
て
、
臨
場
感
や
当
代
性
の
演
出
に
用
い
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
一

例
、サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
本
『
鼠
の
草
子
』
の
婚
礼
の
台
所
で
は
、魚
庖
丁
の
役
人
「
一

郎
ひ
や
う
ゑ
」
な
る
鼠
が
「
を
れ
ら
も
い
た
の
物
の
一
た
ん
も
と
る
へ
い
そ
」
と
呟

き
な
が
ら
魚
を
さ
ば
い
て
い
る
。「
戯
画
図
巻
」
か
ら
は
、
こ
の
よ
う
に
継
受
・
展

開
さ
れ
る
当
代
性
と
言
語
表
現
の
あ
り
よ
う
を
も
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　

四
、「
戯
画
図
巻
」
の
当
代
性
―
説
話
絵
巻
・
風
俗
画
―

　
「
戯
画
図
巻
」
に
は
先
行
す
る
説
話
絵
巻
を
踏
ま
え
た
場
面
も
少
な
く
な
い
。
た

と
え
ば
「
鯰
に
乗
る
善
導
」
の
半
身
が
金
色
で
あ
る
の
は
、『
法
然
上
人
絵
伝
』
第

七
巻
第
五
段
に
語
ら
れ
る
二
祖
の
対
面
場
面
で
、
法
然
の
夢
に
現
れ
た
善
導
の
姿
を

模
し
た
も
の
で
あ
る
。
知
恩
院
本
（
国
宝
）
の
挿
絵
で
は
合
掌
す
る
善
導
が
画
面
左

手
か
ら
雲
に
乗
じ
て
現
れ
、
詞
書
ど
お
り
に
半
身
は
金
色
に
彩
色
さ
れ
て
い
る
。
円

形
の
雲
が
後
方
に
尾
を
引
く
輪
郭
は
、
な
る
ほ
ど
鯰
を
思
わ
せ
る
（https://jodo.

or.jp/onki800/kinen/presentation/gyojodigital.htm
l （

７
））。

　

加
え
て
『
物
類
称
呼
』
巻
之
二
に
は
、
関
東
方
言
で
鯰
を
「
な
ま
だ
」
と
称
し
た

と
見
え
、
浄
土
宗
の
名
号
と
関
わ
る
逸
話
を
載
せ
る
。

な
ま
づ　

安
房
国
吉
濱
村
わ
た
り
に
て
、
な
ま
だ
と
い
ひ
、
又
、
に
ぜ
ん
ぎ
や

う
と
云
。
今
按
に
此
郷さ

と

に
妙
本
寺
と
号
す
る
日
蓮
宗
有
、
此
宗し
う

派は

に
て
は
大
乗

法
を
受
持
し
て
一
切
諸
経
は
二
漸ぜ
ん

の
経
行
な
り
と
誹ひ

謗は
う

す
、
爰
に
浄
土
宗
門
の

在
家
あ
り
て
鯰な

ま
づを

な
ま
だ
と
呼
、
な
ま
だ
と
は
南
無
阿
み
だ
の
名
号
の
略
語
な

れ
ば
、
そ
れ
に
対た

い

し
て
日
蓮
宗
の
里り

民み
ん

は
に
ぜ
ん
き
や
う
と
呼
に
て
や
あ
ら
ん
、

　

確
か
に
、
善
導
の
唱
え
た
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
は
「
な
も
だ
」「
な
ま
だ
」
と
も

転
化
す
る
（
大
蔵
虎
廣
本
狂
言
「
宗
論
」「
南
ま
う
だ
。
れ
ん
げ
経
。
ハ
、な
ま
う
だ
。

ハ
、れ
ん
げ
経
」。『
柳
多
留
』一
一
五「
木
の
魚
を
な
ま
だ
な
ま
だ
と
た
た
い
て
る
」）。

「
鯰
に
乗
る
善
導
」
に
は
先
行
の
説
話
画
か
ら
の
摂
取
に
加
え
、
言
語
遊
戯
も
潜
ん

で
い
る
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、口
か
ら
蛙
の
三
尊
が
現
れ
る
の
は
、言
う
ま
で
も
な
く
、

念
仏
を
唱
え
る
善
導
の
口
か
ら
仏
が
現
れ
た
と
い
う
説
話
に
拠
る（
重
要
文
化
財「
絹

本
著
色
善
導
大
師https://w

w
w
.pref.gifu.lg.jp/page/4119.htm

l

等
）。

　

ま
た
、「
風
流
の
一
群
」
に
登
場
す
る
北
野
天
神
が
梅
の
枝
を
高
く
掲
げ
、
天
を

仰
い
で
器
用
に
茶
碗
を
回
し
て
い
る
の
は
『
北
野
天
神
縁
起
絵
巻
』
の
諸
伝
本
に
繰

り
返
し
描
か
れ
た
「
天
拝
山
」
の
一
段
を
踏
ま
え
た
表
現
で
あ
ろ
う
。
縁
起
に
お
け

る
道
真
は
、
無
実
を
天
に
訴
え
る
べ
く
山
頂
で
自
ら
認
め
た
祭
文
を
掲
げ
、
天
を
仰

い
で
立
つ
姿
で
描
か
れ
る
。「
戯
画
図
巻
」
は
こ
れ
を
曲
芸
の
姿
に
取
り
な
し
、
天

神
ゆ
か
り
の
梅
の
枝
を
持
た
せ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
「
戯
画
図
巻
」
と
風
俗
画
と
の
密
接
な
関
係
性
は
、「
双
六
博
奕
（
せ
う
づ
川
ば
ば

と
鍾
馗
）」
に
も
看
取
さ
れ
る
。
水
墨
風
の
屛
風
を
背
景
に
男
女
が
双
六
に
興
じ
る

さ
ま
は
、
国
宝
「
彦
根
屛
風
」
に
お
い
て
、
遊
女
と
客
と
が
山
水
屛
風
の
前
で
双
六

を
打
つ
図
様
に
極
め
て
近
い（

８
）。
周
知
の
と
お
り
、「
彦
根
屛
風
」
そ
の
も
の
が
中
国

文
人
の
琴
棋
書
画
の
見
立
て
で
あ
り
、「
戯
画
図
巻
」
は
こ
う
し
た
趣
向
を
風
俗
画

か
ら
も
学
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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「
戯
画
図
巻
」
所
見
の
曲
芸
で
は
「
隠
元
の
蜘
蛛
舞
」
も
見
逃
せ
な
い
。
蜘
蛛
舞

は
江
戸
初
期
風
俗
画
に
し
ば
し
ば
登
場
し
、『
洛
中
洛
外
図
屛
風
』
で
は
林
原
美
術

館
本
の
右
隻
第
三
・
五
扇
や
妙
法
寺
本
の
右
隻
第
三
扇
な
ど
、
い
ず
れ
も
「
四
条
五

条
の
芝
居
小
屋
」
の
能
の
上
演
さ
れ
る
傍
ら
に
見
え
る
。
大
英
博
物
館
本
や
ギ
メ
美

術
館
本
『
津
島
祭
礼
図
』
の
ほ
か
、
絵
入
り
謡
本
「
百
万
」
に
も
蜘
蛛
舞
が
描
か
れ

て
お
り
、
能
狂
言
等
と
上
演
場
所
が
重
な
っ
て
い
た
か
、
幕
間
に
演
じ
ら
れ
た
可
能

性
の
あ
る
、「
人
間
も
演
じ
、
人
形
で
も
し
た
ら
し
い
」
曲
芸
で
あ
っ
た
（
藤
岡
道

子
「
狂
言
の
絵
画
資
料
の
収
集　

そ
の
二
︱
「
洛
中
洛
外
図
」
に
描
か
れ
た
能
・
狂
言
」

『
東
洋
哲
学
研
究
所
紀
要
』
25
、
二
〇
〇
九
年
）。「
戯
画
図
巻
」
の
蜘
蛛
舞
に
は
や
は

り
時
代
の
空
気
が
流
れ
込
ん
で
お
り
、
と
く
に
芸
能
と
の
近
し
さ
が
注
意
を
引
く
。

　
　
　

五
、「
戯
画
図
巻
」
の
当
代
性
―
芸
能
―

　

尾
張
の
津
島
祭
は
狂
言
「
千
鳥
」
に
「
是
は
お
も
し
ろ
い
祭
り
じ
や
と
聞
い
た
」

と
語
ら
れ
る
ほ
ど
、
人
々
を
惹
き
つ
け
た
華
麗
な
祭
り
で
あ
っ
た
。

　
「
津
島
祭
礼
図
屛
風
」
の
作
例
の
う
ち
、大
英
博
物
館
本
に
は
蜘
蛛
舞
の
み
な
ら
ず
、

左
隻
第
四
扇
の
船
上
櫓
に
鉄
砲
で
鳥
を
狙
う
猟
師
の
人
形
も
見
え
る
。
猟
師
は
画
面

左
で
膝
を
突
き
、
鳥
は
右
手
に
配
さ
れ
て
お
り
、「
何
か
の
芸
能
か
ら
の
モ
チ
ー
フ

か
も
知
れ
な
い
」
と
も
指
摘
さ
れ
る
（
藤
岡
道
子
「
狂
言
の
絵
画
資
料
の
収
集　

そ

の
四
︱
大
型
美
術
本
所
収　

在
外
狂
言
絵
の
探
索
」『
東
洋
哲
学
研
究
所
紀
要
』
27
、

二
〇
一
一
年
。『
秘
蔵
日
本
美
術
大
観
』
大
英
博
物
館
Ⅰ
、講
談
社
、一
九
九
二
年
等
）。

　

そ
こ
で
思
い
合
わ
さ
れ
る
の
は
「
戯
画
図
巻
」
の
「
迦
陵
頻
伽
を
狙
う
鳥
さ
し
」

の
図
で
あ
る
。

　

鳥
さ
し
は
早
く
『
三
十
二
番
職
人
歌
合
』
に
竿
を
携
え
て
座
す
姿
が
描
か
れ
、
鶯

飼
と
番
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
一
番
の
獲
物
は
美
し
い
声
を
持
つ
鶯
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
歴
博
甲
本
「
洛
中
洛
外
図
屛
風
」
右
隻
第
六
扇
の
鳥
さ
し
が

「
紅
梅
」
に
止
ま
っ
た
小
鳥
を
狙
う
図
な
ど
か
ら
も
鶯
が
連
想
さ
れ
る
。「
戯
画
図
巻
」

の
迦
陵
頻
伽
が
美
声
を
誇
る
鶯
の
取
り
な
し
で
あ
っ
た
可
能
性
は
高
い
。

　

加
え
て
『
三
十
二
番
職
人
歌
合
』
の
鳥
さ
し
詠
に
は
そ
の
所
作
が
詠
み
込
ま
れ
て

い
る
。「
あ
は
れ
な
り
小
と
り
一
羽
を
さ
ゝ
む
と
て
天
に
せ
く
ゝ
め
地
に
あ
し
を
ぬ

く
」。
こ
の
一
首
、
鳥
さ
し
の
所
作
が
関
心
を
集
め
て
い
た
こ
と
を
端
的
に
示
し
て

い
る
。
や
が
て
そ
の
関
心
は
、
鳥
さ
し
を
芸
能
へ
取
り
込
ん
で
ゆ
く
こ
と
と
な
っ
た
。

　

狂
言
に
目
を
転
ず
れ
ば
、「
ゑ
さ
し
」
に
登
場
す
る
上
手
の
餌
刺
は
、
閻
魔
王
か

ら
、「
さ
ら
ば
し
や
ば
に
て
、
鳥
を
さ
ひ
た
る
所
を
ま
な
ふ
で
見
せ
よ
」
と
所
望
さ

れ
、
所
作
を
演
じ
て
み
せ
て
い
る
。「
鶯
」「
餌
刺
十
王
」
な
ど
、
人
物
の
所
作
を
主

眼
と
す
る
「
囃
子
事
」
に
も
鳥
さ
し
が
登
場
す
る
（
羽
田
昶
「
狂
言
の
囃
子
事
」『
芸

能
の
科
学
』
10
、
一
九
七
九
年
。
古
川
久
「『
狂
言
古
図
』
解
説
」『
能
楽
研
究
』
５
、

一
九
八
〇
年
一
一
月
な
ど
参
照
）。
と
り
わ
け
「
鶯
」
は
廃
曲
と
は
な
っ
た
も
の
の
、

蓮
如
は
そ
の
所
作
に
大
い
に
感
銘
を
受
け
た
と
い
う
（
佐
竹
昭
広
「
御
文
様
」『
佐

竹
昭
広
集
』
四
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
九
年
等
）。
思
う
に
、「
戯
画
図
巻
」
の
「
迦

陵
頻
伽
を
狙
う
鳥
さ
し
」
は
職
人
絵
や
殺
生
禁
断
に
基
づ
く
趣
向
と
い
う
よ
り
も
、

鳥
さ
し
の
所
作
を
主
眼
と
す
る
芸
能
に
素
材
を
得
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

　

実
際
、
江
戸
時
代
初
期
に
は
「
祝
言
性
を
伴
っ
て
歌
い
演
ぜ
ら
れ
た
」
鳥
さ
し
舞

芸
能
が
絵
入
り
版
本
と
し
て
も
楽
し
ま
れ
て
い
た
（
塩
村
耕
「
さ
い
と
り
考
︱
新
出
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初
期
絵
入
版
本
と
鳥
刺
し
舞
古
芸
能
︱
」『
國
語
と
國
文
學
』
77‒

11
、
二
〇
〇
〇
年

一
一
月
）。
右
に
紹
介
さ
れ
た
『
さ
い
と
り
』
は
寛
永
前
半
頃
の
刊
、
第
一
図
に
は

画
面
中
央
に
樹
木
が
描
か
れ
、
左
上
の
枝
に
は
一
羽
の
鳥
が
羽
を
休
め
て
い
る
。
樹

木
の
右
下
で
は
鳥
さ
し
が
竿
を
の
ば
し
、
今
し
も
先
端
が
鳥
に
届
こ
う
と
い
う
と
こ

ろ
、
そ
の
構
図
は
「
戯
画
図
巻
」
と
非
常
に
近
い
。

　

芸
能
と
な
っ
た「
鳥
さ
し
」は
万
治
・
寛
文
年
間
の『
松
平
大
和
守
日
記
』に
も
見
え
、

広
く
親
し
ま
れ
て
い
た
ら
し
い
。「
戯
画
図
巻
」
は
こ
う
し
た
芸
能
の
影
を
彷
彿
さ

せ
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
鳥
さ
し
舞
芸
能
は
数
え
歌
形
式
で
鳥
の
名
を
列
挙
す

る
も
の
の
、
鶯
は
登
場
し
な
い
。「
迦
陵
頻
伽
を
狙
う
鳥
さ
し
」
か
ら
は
、
か
つ
て

蓮
如
の
胸
を
打
っ
た
狂
言
「
鶯
」
の
囃
子
事
が
響
い
て
く
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

　

総
じ
て
「
戯
画
図
巻
」
に
は
数
多
く
の
能
狂
言
の
主
人
公
た
ち
が
登
場
す
る
。「
通

円
」「
楽
阿
弥
」「
猩
々
」「
菊
慈
童
」「
卒
塔
婆
小
町
」「
熊
坂
」「
朝
比
奈
」
等
々
、

大
黒
や
恵
比
須
な
ど
の
福
神
た
ち
も
例
外
で
は
な
い
。「
風
流
の
一
群
」
に
描
か
れ

る
白
装
束
の
朝
比
奈
な
ど
は
、「
能
狂
言
絵
」
な
ど
、
能
狂
言
の
絵
画
化
と
の
関

係
も
視
野
に
入
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
（
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
蔵
。
国
立
能
楽

堂
所
蔵
「
江
戸
初
期
古
能
狂
言
之
図
」（bk016

）
と
一
群
の
資
料
か
と
さ
れ
る
。

https://w
w
w
.w
aseda.jp/enpaku/collection/3358/

）。

　
　
　

六
、
結
び
に
か
え
て

　

稿
末「
場
面
一
覧
」の
と
お
り
、「
戯
画
図
巻
」に
は
多
様
な
勝
負
の
さ
ま
が
描
か
れ
、

観
る
者
に
「
番
え
る
」
楽
し
み
を
提
供
し
て
い
る
。
諸
本
は
伝
統
的
に
描
き
継
が
れ

た
挙
措
や
表
情
を
踏
ま
え
つ
つ
も
、
耕
三
寺
博
物
館
本
な
ど
は
登
場
者
の
表
情
を
描

き
分
け
る
こ
と
で
、
無
言
の
う
ち
に
勝
負
の
結
果
を
表
現
し
た
。「
天
狗
と
大
黒
の

武
術
」
で
は
、
武
具
を
交
え
た
瞬
間
、
笑
み
を
浮
か
べ
た
大
黒
が
優
勢
な
の
で
あ
ろ

う
し
、
双
六
の
勝
負
で
は
「
せ
う
づ
が
わ
の
う
は
」、「
仁
王
と
地
蔵
の
相
撲
」
で
は

地
蔵
が
有
利
と
見
え
る
。「
文
覚
と
不
動
の
足
相
撲
」
で
は
「
六
ほ
う
」
よ
ろ
し
く

臂
を
張
る
文
覚
に
対
し
、
自
ら
の
足
に
手
を
添
え
て
力
む
不
動
が
形
勢
不
利
に
相
違

な
い
。「
戯
画
図
巻
」
は
細
部
に
至
る
ま
で
何
か
ら
の
企
図
を
持
っ
て
描
か
れ
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。

　

國
學
院
大
學
本
の
「
薄
茶
色
の
河
童
」
が
赤
い
五
条
袈
裟
（
掛
羅
・
絡
子
）
を
提

げ
る
の
は
、
歴
博
甲
本
「
洛
中
洛
外
図
屛
風
」
の
大
徳
寺
境
内
を
歩
く
僧
侶
な
ど
を

想
起
さ
せ
る
。
こ
の
僧
は
高
位
の
僧
侶
に
許
さ
れ
る
木
蘭
色
の
色
衣
を
身
に
着
け
、

緋
袈
裟
を
下
げ
て
お
り
、
禅
僧
と
目
さ
れ
る
（「
れ
き
は
く
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
解
説
）。

こ
う
し
た
描
写
や
隠
元
・
即
非
な
ど
黄
檗
僧
を
描
く
点
は
「
戯
画
図
巻
」
の
制
作
圏

を
考
究
す
る
手
が
か
り
に
な
ろ
う（

９
）。

　

詞
書
を
持
た
な
い
「
戯
画
図
巻
」
は
各
要
素
を
自
在
に
組
み
替
え
る
こ
と
が
で
き
、

諸
本
の
人
物
比
定
に
も
揺
れ
が
あ
る
。
ど
の
よ
う
に
で
も
読
め
て
し
ま
う
図
巻
で
あ

る
。
し
か
し
、
各
図
様
が
古
典
の
教
養
に
裏
打
ち
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
思
え
ば
、
そ

こ
か
ら
各
場
面
が
い
か
な
る
コ
ン
テ
ク
ス
ト
と
結
び
つ
い
て
い
る
の
か
を
探
り
、
そ

こ
に
映
ず
る
あ
た
か
も
連
歌
寄
合
的
な
遊
び
の
趣
向
、
連
想
の
糸
を
辿
る
こ
と
が
肝

要
で
あ
る）

（1
（

。
本
作
は
こ
う
し
た
知
的
遊
戯
を
共
有
で
き
る
文
化
圏
で
制
作
享
受
さ
れ

て
い
た
に
相
違
な
く
、
恐
ら
く
そ
れ
は
こ
の
時
期
の
奈
良
絵
本
の
文
学
圏
と
も
重

な
っ
て
い
る
。
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「
戯
画
図
巻
」
は
文
学
的
か
つ
説
話
的
奥
行
き
を
内
包
し
つ
つ
、
文
字
と
絵
画
、

声
と
所
作
の
交
錯
す
る
豊
か
な
異
代
同
戯
の
世
界
を
繰
り
広
げ
て
い
る
。
絵
画
の
み

に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
た
そ
の
世
界
は
、
観
る
者
に
そ
れ
ら
が
前
提
と
す
る
言
語
表
現

を
想
起
さ
せ
る
の
で
あ
り
、
本
作
は
こ
と
ば
を
明
示
し
な
い
文
学
作
品
と
も
い
え
よ

う
。「
戯
画
図
巻
」
は
文
学
研
究
の
観
点
か
ら
ど
う
読
め
る
の
か
。
画
題
の
生
成
・

展
開
史
に
ど
う
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か
。
な
お
考
え
て
み
た
い
。

〔
注
〕

（
１
）�

狩
野
昌
運
に
つ
い
て
は
渡
辺
雄
二
「
筑
前
黒
田
藩
御
用
絵
師
狩
野
昌
運
」（
西

日
本
文
化
協
会
編
纂
『
福
岡
県
史�

近
世
研
究
編�

福
岡
藩
（
三
）』、
一
九
八
七

年
一
二
月
）、
佐
々
木
あ
き
つ
「
福
岡
市
博
物
館
所
蔵
の
狩
野
昌
運
関
連
資

料
（
上
・
中
）」（『
福
岡
市
博
物
館
紀
要
』
27
・
28
、
二
〇
一
八
・
一
九
年
三
月
）

な
ど
に
詳
し
い
。「
戯
画
図
巻
」
を
取
り
上
げ
た
近
年
の
展
示
図
録
に
は
サ
ン

ト
リ
ー
美
術
館
『
日
本
の
戯
画
』
一
九
八
六
年
、
武
蔵
野
美
術
大
学
美
術
資

料
図
書
館
『
昔
の
絵
師
は
ど
ん
な
勉
強
を
し
て
い
た
か
』
一
九
九
八
年
、
兵

庫
県
立
歴
史
博
物
館
『
狩
野
永
納
︱
そ
の
多
彩
な
る
画
業
︱
』
一
九
九
九
年
、

福
岡
市
美
術
館
『
日
本
の
美　

笑
い
』
二
〇
〇
〇
年
、サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
『
出

逢
い
と
語
ら
い　

故
事
人
物
画
と
物
語
絵
』
二
〇
〇
〇
年
、
同
館
『
河
鍋
暁

斎　

そ
の
手
に
描
け
ぬ
も
の
な
し
』
二
〇
一
九
年
、
中
之
島
香
雪
美
術
館
『
明

恵
の
夢
と
高
山
寺
』
二
〇
一
九
年
等
が
あ
る
。
そ
の
他
、『
海
外
所
在
日
本
美

術
品
調
査
報
告
６　

パ
リ
国
立
ギ
メ
美
術
館�

絵
画
』
一
九
九
六
年
、『
秘
蔵
日

本
美
術
大
観
２　

大
英
博
物
館
Ⅱ
』
講
談
社
、
一
九
九
二
年
な
ど
参
照
。

（
２
）�

拙
稿
「
蟬
啼
鼯
嘯
︱
『
鼠
草
紙
出
世
物
語
』
と
『
異
代
同
戯
図
巻
』
︱
」（『
中

世
の
物
語
と
絵
画
』
竹
林
舎
、
二
〇
一
三
年
）
参
照
。「
戯
画
図
巻
」
を
め
ぐ

る
日
本
美
術
史
の
先
行
研
究
に
は
松
嶋
雅
人
「
研
究
余
滴　

狩
野
派
の
戯
画

図
巻
」（『
江
戸
文
学
』
19
、
一
九
九
八
年
八
月
）、
同
「
江
戸
狩
野
・
表
絵
師

と
そ
の
御
用　

東
京
芸
術
大
学
所
蔵　

麻
布
一
本
松
狩
野
家
資
料
を
め
ぐ
っ

て
」（『
東
京
藝
術
大
学
美
術
学
部
紀
要
』
34
、
一
九
九
九
年
五
月
）、
石
田
佳

也
「
御
用
絵
師
の
戯
画　

狩
野
昌
運
筆
「
異
代
同
戯
図
巻
」
に
つ
い
て
」（『
サ

ン
ト
リ
ー
美
術
館
論
集
』
６
、二
〇
〇
二
年
五
月
）、
浅
野
秀
剛
「
風
流
の
造

形
、
な
ぞ
ら
え
る
操
作
︱
「
見
立
」
と
「
や
つ
し
」
と
そ
の
周
辺
」（『
講
座

日
本
美
術
史
』
三
、
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
五
年
）、
郷
司
泰
仁
「
暁
斎

旧
蔵　

狩
野
探
幽
筆
「
戯
画
図
巻
」
に
つ
い
て
」（『
暁
斎
』
110
、
二
〇
一
三

年
三
月
）、
加
藤
祥
平
「
狩
野
探
幽
周
辺
の
戯
画
製
作
に
つ
い
て
︱
徳
川
美
術

館
本
を
中
心
に
︱
」（『
金
鯱
叢
書
』
44
、
二
〇
一
七
年
三
月
）
等
が
あ
り
、

添
田
達
嶺
に
「
狩
野
昌
運
と
其
遺
作
」（『
塔
影
』
14-

７
、一
九
三
八
年
四
月
）

が
あ
る
。
文
学
研
究
で
は
先
掲
拙
稿
の
ほ
か
、
口
頭
発
表
に
齋
藤
真
麻
理
「
楽

土
を
描
く
︱
『
異
代
同
戯
図
巻
』
と
そ
の
周
辺
」（
東
ア
ジ
ア
恠
異
学
会
第
102

回
定
例
研
究
会
、
二
〇
一
五
年
一
一
月
二
八
日
）、
同
「
山
海
異
物
の
十
七
世

紀
」（
立
教
大
学
文
学
部
日
本
文
学
科
・
日
本
文
学
専
修
設
立
60
周
年
記
念
国

際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
二
〇
一
六
年
一
一
月
六
日
）
等
の
ほ
か
、
中
根
千
絵
「
國

學
院
大
學
本
「
異
代
同
戯
図
」（
狩
野
昌
運
筆
）
を
読
み
解
く
︱
見
世
物
、
博

奕
、
黄
檗
か
ら
︱
」（
東
海
近
世
七
月
例
会
、
二
〇
二
一
年
七
月
三
一
日
）
が

あ
る
。
な
お
、
戯
画
の
掛
幅
を
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
美
術
館
等
に
所
蔵
。
注
（
１
）
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の
暁
斎
図
録
、『
日
本
絵
画
の
名
品　

ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
美
術
館
』（
サ
ン
ト
リ
ー

美
術
館
、
二
〇
二
一
年
）
な
ど
参
照
。

（
３
）�
拙
稿
「
故
事
を
遊
ぶ
︱
「
戯
画
図
巻
」
と
い
う
文
芸
」（『
古
典
の
未
来
学
』

文
学
通
信
、
二
〇
二
〇
年
一
〇
月
）
参
照
。

（
４
）�

香
雪
美
術
館
本
に
つ
い
て
は
、
二
〇
二
一
年
八
月
、
門
脇
む
つ
み
氏
・
大
谷

節
子
氏
と
熟
覧
さ
せ
て
頂
く
機
会
を
頂
い
た
。
そ
の
際
、
紙
継
ぎ
や
筆
致
な

ど
か
ら
こ
の
指
摘
が
な
さ
れ
た
。
両
氏
の
ご
許
可
を
頂
い
た
の
で
、
謝
意
と

と
も
に
こ
れ
が
共
同
調
査
の
知
見
で
あ
る
こ
と
を
記
し
て
お
き
た
い
。
調
査

に
際
し
て
は
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
の
上
野
友
愛
氏
よ
り
ご
懇
切
に
ご
紹
介
の

労
を
賜
り
、
中
之
島
香
雪
美
術
館
館
長
の
勝
盛
典
子
氏
お
よ
び
学
芸
員
の
林

茂
郎
氏
に
格
別
の
ご
高
配
を
賜
っ
た
。

（
５
）�

観
音
と
博
奕
と
の
関
係
は
、
双
六
の
勝
負
に
負
け
て
賭
け
物
に
窮
し
た
男
が

自
ら
の
観
音
へ
の
二
千
度
参
り
の
功
徳
を
相
手
に
与
え
て
し
ま
う
話
（『
宇
治

拾
遺
物
語
』
巻
六
の
四
「
清
水
寺
二
千
度
参
り
、
双
六
に
打
ち
入
る
る
事
」）

な
ど
も
想
起
さ
れ
る
。

（
６
）�

深
井
一
郎
等
「「
や
っ
こ
は
い
か
い
」
の
こ
と
ば
の
研
究　

近
世
語
研
究
（
そ

の
一
）」（『
金
沢
大
学
教
育
学
部
紀
要　

人
文
科
学
・
社
会
科
学
編
』
30
、

一
九
八
一
年
九
月
）、
田
中
章
夫
「
六
方
こ
と
ば
の
系
譜
」（『
語
文
』
40
、

一
九
八
二
年
一
一
月
）、
出
雲
朝
子
「
中
世
末
期
に
お
け
る
東
国
方
言
の
位

相
︱
『
鼠
の
草
子
絵
巻
』
の
絵
詞
を
め
ぐ
っ
て
︱
」（『
国
語
と
国
文
学
』

72-

11
、
一
九
九
五
年
一
一
月
）
な
ど
参
照
。

（
７
）�

半
金
色
の
善
導
像
を
め
ぐ
っ
て
は
、成
田
俊
治
「
善
導
大
師
像
に
つ
い
て
の
２
・

３
の
問
題
︱
特
に
半
金
色
像
を
中
心
に
」（『
仏
教
文
化
研
究
』
38
、
一
九
九
三

年
九
月
）、
高
間
由
香
里
「
知
恩
寺
所
蔵
重
要
文
化
財
善
導
大
師
像
に
つ
い
て
」

（『
藝
術
研
究
』
24
、
二
〇
一
一
年
七
月
）、
な
ど
参
照
。

（
８
）�

山
本
嘉
孝
氏
よ
り
ご
教
示
を
賜
っ
た
。
な
お
、
奥
平
俊
六
『
彦
根
屏
風�

無
言

劇
の
演
出
』
平
凡
社
、一
九
九
六
年
、『
国
宝
彦
根
屏
風
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、

二
〇
〇
八
年
な
ど
参
照
。

（
９
）�

香
雪
美
術
館
本
の
図
様
が
『
狂
画
苑
』
に
も
採
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
勝
盛

典
子
氏
の
コ
ラ
ム「
踊
る
明
恵
上
人
︱
探
幽
が
つ
な
ぐ〈
戯
画
〉の
系
譜
」（『
明

恵
の
夢
と
高
山
寺
』
中
之
島
香
雪
美
術
館
、
二
〇
一
九
年
）
に
指
摘
さ
れ
て

お
り
、「
戯
画
図
巻
」
享
受
の
展
開
も
視
野
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。
た
と
え

ば
、
駝
鳥
に
乘
る
お
と
ご
ぜ
を
『
狂
画
苑
』
は
「
鈿
目
命
」
と
記
す
な
ど
は
、

駝
鳥
は
確
か
に
世
間
で
話
題
を
集
め
た
禽
類
で
は
あ
る
が
、
鈿
目
命
と
関
係

の
深
い
鶏
と
の
連
想
も
検
討
し
て
み
る
余
地
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
10
）�

島
尾
新
「
連
歌
的
世
界
の
図
像
学
︱
室
町
時
代
の
「
尽
し
」
風
屏
風
を
例
に
」

（『
講
座
日
本
美
術
史
』
２
、
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
五
年
五
月
）
が
示

唆
に
富
む
。

〔
付
記
〕

　

貴
重
な
資
料
の
閲
覧
や
図
版
掲
載
を
ご
許
可
下
さ
い
ま
し
た
福
岡
市
美
術
館
、
國

學
院
大
學
図
書
館
、
耕
三
寺
博
物
館
、
放
送
大
学
図
書
館
お
よ
び
徳
川
美
術
館
、
香

雪
美
術
館
、
ギ
メ
美
術
館
、
武
蔵
野
美
術
大
学
図
書
館
、
東
京
藝
術
大
学
美
術
館
に

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
福
岡
市
美
術
館
本
・
耕
三
寺
博
物
館
本
は
新
撮
影
を
ご
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許
可
頂
き
ま
し
た
。

　

本
稿
は
科
学
研
究
費
補
助
金
・
基
盤
研
究
（
Ｂ
）
課
題
番
号20H

01238

「
中
近

世
日
本
の
画
題
生
成
に
お
け
る
明
代
出
版
文
化
の
受
容
と
展
開
に
関
す
る
総
合
的
研

究
」
の
研
究
成
果
で
あ
る
。

参考図　放送大学図書館蔵『卜養狂歌絵巻』（画像は 2カットを接合）
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福
岡
市
美
術
館
蔵
『
異
代
同
戯
図
巻
』

外題

表紙

箱

見返し
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図１　鼠の正月風景・猿と猫の萬歳

図２　諸葛孔明と一寸法師の曲芸

図３　蛙の舞楽
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図４　狐の勅使と蛤を焼く懶瓚

図５　文覚と弘法の足相撲・時宗の行司

図６　鶯と蛙の詩歌合
　　　�（鶯・蛙・西王母と桃・おとごぜ・牛若・文字を記す蒼頡・林和靖と梅・陶淵明と菊・周茂叔と

蓮・山谷と蘭・蘇武と牧羊・尺八を吹く楽阿弥・茶を点てる通円）
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図６（続）

図７　韋駄天の凧揚げと足疾鬼

図８　観音の射的・木菟・竜女
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図９　福禄寿の竜釣り

図 10　鯰に乗る善導大師

図 11　普賢菩薩の鵜飼
図 12　網にかかる琴高
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図 13　迦陵頻伽を狙う鳥さし・蓮池

図 14　�酒呑童子の宴�
（酒呑童子・猩々・遠法師・人丸・児童（菊慈童）・西行・小町・小鬼たち）
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図 15　一寸法師に追われる弁慶

図 16　翁と三番叟

図 17　�風流の一群�
（六祖・五祖・天神・蝦蟇仙人と蝦蟇・鉄拐・張良・東坡・樊噲・綱・明恵上人・朝比奈・熊坂）
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図 18　浄瑠璃御前と車で引かれる小栗・子供たち

図 19　猪に乗る張果老・河豚・虹

図 20　�おとごぜと豊干の行列�
（才六・駝鳥に乗るおとごぜ・蜆子・虎に乗る豊干・寒山拾得・のろま）
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図 21　龐居士一家

図 22　太公望の蜻蛉釣り

図 23　蟹に足を挟まれる雷神・蟷螂
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図 24　蜘蛛の巣にかかる費長房・鶴・巻物

巻末「狩野昌運季信圖之（落款）」

図 15　巻物を読む河童

國
學
院
大
學
図
書
館
蔵
『
異
代
同
戯
図
』

外題
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図７　双六博奕

図８　かるた博奕
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巻末「狩野昌運季信圖之（落款）」

耕
三
寺
博
物
館
本
『
戯
れ
絵
巻
』

表紙・見返し
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場
面
一
覧

①
福

岡
市
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學
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）
④
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）

⑥
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⑦
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⑧
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⑨
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⑪
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⑫
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狂

画
苑

』
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の
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と
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萬
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萬
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上
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・
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＋
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追
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追
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得
・

の
ろ

ま
）

20
上

6（
の

ろ
ま

ナ
シ

）
下

13（
の

ろ
ま

ナ
シ

）
下

4（
才

六
・

乙
御

前
・

の
ろ

ま
ナ

シ
）

中
5「

や
ぶ

い
り

」
「

豊
干

禅
師

」

21
龐

居
士

一
家

21
上

7
下

14
中

7「
龐

居
士

霊
照

女
」

22
太

公
望

の
蜻

蛉
釣

り
22

上
8

下
15

下
14

14
中

８
「

太
公

望
蜻

蛉
を

釣
」

23
蟹

に
足

を
挟

ま
れ

る
雷

神
・

蟷
螂

23
上

11（
＋

蛙
）

下
18

下
16終

（
蟷

螂
ナ

シ
）

16終
（

蟷
螂

ナ
シ

）
中

3「
雷

神
ニ

蟹
」

24
蜘

蛛
の

巣
に

か
か

る
費

長
房

・
鶴

・
巻

物
24終

上
10

上
11

5
下

18終
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25
大

黒
と

天
狗

の
武

術
・

唐
子

た
ち

1
下

9
下

1（
紙

継
ぎ

に
墨

書
「

壹
」

）
下

2（
鳶

の
行

司
。

唐
子

ナ
シ

。
）

7（
金

紙
墨

書
「

太
郎

坊
」

。
唐

子
ナ

シ
）

2（
鳶

の
行

司
。

唐
子

ナ
シ

）
上

1「
大

黒
と

天
狗

剣
術

」

26
恵

比
須

と
布

袋
の

武
術

・
唐

子
た

ち
2

下
10

下
2（

紙
継

ぎ
に

墨
書

「
二

」
）

上
2「

恵
美

須
布

袋
槍

け
い

こ
」

27
毘

沙
門

と
達

磨
の

武
術

・
弁

才
天

3（
蘆

葉
達

磨
）

下
11

下
3（

紙
継

ぎ
に

墨
書

「
弐

」
）

下
3

3
上

3「
達

磨
の

居
合

」
（

挿
絵

：
達

磨
の

み
）

28
仁

王
と

地
蔵

の
相

撲
・

老
子

の
行

司
・

子
供

た
ち

4
下

12
下

4
4（

払
子

を
か

ざ
す

行
司

の
僧

）
上

4（
払

子
を

か
ざ

す
行

司
の

僧
）

7（
行

司
の

僧
に

書
入

「
一

休
」

）
上

4「
仁

王
と

地
蔵

相
撲

」
（

挿
絵

：
行

司
と

子
供

の
み

）

29
鷲

に
さ

ら
わ

れ
る

風
神

5
上

1
上

6
1

上
1

8
1

下
1

中
1「

風
神

ニ
鷲

」

30
富

士
の

裾
野

・
狐

・
兎

6
上

2（
猿

３
匹

の
み

）
上

7（
＋

猿
）

2（
山

麓
の

洞
窟

か
ら

空
を

見
上

げ
る

武
士

）

上
2（

山
麓

の
洞

穴
か

ら
空

を
見

上
げ

る
武

士
。

狐
・

兎
ナ

シ
）

2（
＋

猿
）

下
16（

＋
猿

）
中

2「
風

神
ニ

鷲
」

（
挿

絵
：

其
続

）

31
双

六
博

奕
（

せ
う

づ
川

ば
ゞ

・
鍾

馗
・

小
鬼

た
ち

）
7

下
13

下
5（

鍾
馗

と
三

途
川

姥
。

紙
継

ぎ
に

墨
書

「
四

」
）

3
上

3
6（

書
入

「
ゑ

ん
ま

」
）

上
6「

鍾
馗

鬼
子

母
神

双
六

」

32
か

る
た

博
奕

（
観

音
・

孔
子

・
文

殊
・

神
農

・
維

摩
・

六
ほ

う
・

十
王

・
子

供
）

8
下

14終
下

6（
書

入
「

焔
魔

」
）

5（
文

殊
・

僧
侶

・
仙

人
・

孔
子

・
神

農
・

維
摩

・
十

王
ら

）

上
5（

文
殊

・
僧

侶
・

仙
人

・
孔

子
・

神
農

・
維

摩
・

十
王

ら
）

5（
文

殊
・

弘
法

・
寿

老
人

・
孔

子
・

神
農

・
龐

居
士

・
十

王
・

維
摩

）

上
7「

聖
人

菩
薩

哥
か

る
た

」
（

挿
絵

：
観

音
・

文
殊

・
神

農
・

文
宣

王
・

寿
老

人
・

大
黒

・
閻

魔
・

僧
正

坊
）

33
不

動
の

逆
立

ち
（

蛙
・

狐
・

兎
・

狸
・

秋
の

野
）

9
下

2
下

7
上

9「
不

動
逆

た
ち

」

34
隠

元
の

蜘
蛛

舞
・

子
供

た
ち

10
下

3
下

8
下

5（
蜘

蛛
舞

の
下

、
頭

に
二

枚
貝

を
載

せ
た

僧
が

竹
箕

を
構

え
る

）

8（
蜘

蛛
舞

の
下

、
頭

に
二

枚
貝

を
載

せ
た

僧
が

竹
箕

を
構

え
る

）
上

10「
隠

元
禅

師
軽

わ
ざ

」

35
木

庵
と

即
非

ら
の

奏
楽

・
天

女
※

他
本

天
女

ナ
シ

（
ギ

メ
本

 下
10に

あ
り

）
11

下
4

下
9（

人
名

ナ
シ

）
下

6
9（

書
入

「
木

庵
」

）
上

11
（

「
隠

元
禅

師
軽

わ
ざ

」
と

一
図

）

36
阿

弥
陀

の
漁

（
四

つ
手

網
・

小
舟

）
12

下
６

（
小

舟
ナ

シ
。

僧
二

人
が

網
を

四
つ

手
風

に
広

げ
る

。
駆

け
寄

る
俊

乗
坊

と
独

立
）

上
17（

紙
継

ぎ
に

墨
書

「
十

六
」

）
10

下
12

上
14「

佛
の

川
狩

」
（

挿
絵

：
其

二
 阿

弥
陀

の
漁

猟
・

其
三

）

37
釈

迦
の

漁
（

網
・

守
敏

・
小

僧
ら

）
13

下
5

上
18

11
下

13
上

13「
佛

の
川

狩
」

（
挿

絵
：

釈
迦

の
殺

生
）

38
独

立
の

釣
り

14
上

19
12

下
14

39
巻

物
を

読
む

河
童

15
下

16

40
橋

を
渡

る
兼

好
・

振
り

返
る

目
蓮

※
他

本
に

兼
好

の
名

ナ
シ

16
下

７
上

20（
紙

継
ぎ

に
墨

書
「

十
八

」
）

13
下

15
上

15「
佛

の
川

狩
」

（
挿

絵
：

其
四

）

41
日

蓮
と

法
然

の
腕

相
撲

・
僧

侶
・

在
家

17
上

10
下

17（
人

名
ナ

シ
）

9
上

9
4

中
10「

法
師

の
腕

だ
て

」

42
阿

難
の

酒
宴

（
阿

難
・

親
鸞

・
迦

葉
・

俊
乗

坊
）

18終
下

8（
俊

乗
坊

の
名

ナ
シ

）
上

21終
（

俊
乗

坊
の

名
ナ

シ
）

14終
（

俊
乗

坊
の

名
ナ

シ
）

下
6

上
16終

「
佛

の
川

狩
（

挿
絵

：
其

五
畢

）
43

文
覚

の
滝

行
上

9
中

9「
文

覚
荒

行
」

44
駱

駝
に

乗
る

猿
上

15
※

上
1７

・
目

次
「

猿
猴

駝
に

乗
」

の
み

45
福

禄
寿

と
猿

の
首

引
き

下
1

上
8「

福
禄

寿
首

引
」

46
僧

侶
と

兎
上

8
（

数
珠

を
兎

の
首

に
交

差
）

3（
書

入
「

西
行

」
。

兎
の

首
に

数
珠

を
交

差
）

下
17（

兎
の

首
に

数
珠

を
懸

け
る

）

47
白

兎
と

武
士

の
首

引
き

・
笑

い
転

げ
る

兎
た

ち
6

上
6

48
弁

慶
の

長
刀

を
奪

お
う

と
す

る
大

蛸
・

武
士

8
上

8

49
阿

弥
陀

た
ち

の
蹴

鞠
（

恵
比

須
・

釈
迦

・
布

袋
カ・

唐
子

た
ち

）
上

14

※
昌

運
本

を
基

準
と

し
て

各
図

の
概

要
を

記
し

、
諸

本
は

図
の

掲
出

順
を

ナ
ン

バ
リ

ン
グ

で
示

し
た

。
　

ギ
メ

本
は

整
理

番
号

M
G4318（

ラ
ベ

ル
No.93）

を
仮

に
上

巻
と

し
た

。
武

蔵
野

美
術

大
学

本
は

199801004500を
仮

に
上

巻
と

し
た

。
図

様
が

大
き

く
異

な
る

大
英

本
は

概
要

を
掲

出
順

に
注

し
た

。
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書誌データ

福岡市美本 國學院本

表紙 31.7 31.7 表紙 26.2 第21紙 36.9 表紙 25.0 第21紙 10.1
見返し 32.0 32.0 見返し 24.1 第22紙 37.3 見返し 25.0 第22紙 27.7
第１紙 131.2 132.9 第１紙 37.3 第23紙 37.5 第１紙 24.8 第23紙 5.5
第２紙 131.8 130.0 第２紙 37.6 第24紙 37.2 第２紙 20.2 第24紙 11.3
第３紙 131.6 129.6 第３紙 37.4 第25紙 37.4 第３紙 21.4 第25紙 27.5
第４紙 132.5 130.7 第４紙 37.1 第26紙 37.0 第４紙 26.9 第26紙 27.5
第５紙 131.8 130.4 第５紙 37.4 第27紙 36.2 第５紙 26.9 第27紙 10.7
第６紙 130.6 130.1 第６紙 36.8 第28紙 （白）17.2 第６紙 6.3 第28紙 19.3
第７紙 113.3 130.2 第７紙 37.3 第29紙 第７紙 13.8 第29紙 27.5
第８紙 18.3 130.9 第８紙 37.4 第30紙 第８紙 27.6 第30紙 16.7
第９紙 131.3 （白）8.3 第９紙 37.5 第31紙 第９紙 27.6 第31紙 27.5
第10紙 130.8 第10紙 37.5 第32紙 第10紙 27.7 第32紙 27.3
第11紙 91.5 第11紙 37.4 第33紙 第11紙 27.4 第33紙 13.0
第12紙 81.7 第12紙 37.3 第34紙 第12紙 6.5 第34紙 4.9
第13紙 （白）9.0 第13紙 37.5 第35紙 第13紙 21.6 第35紙 26.5
第14紙 第14紙 37.5 第36紙 第14紙 5.2 第36紙 26.8
第15紙 第15紙 37.5 第37紙 第15紙 26.8 第37紙 5.0
第16紙 第16紙 37.5 第38紙 第16紙 26.8 第38紙 7.9
第17紙 第17紙 37.5 第39紙 第17紙 26.9 第39紙 27.3
第18紙 第18紙 37.6 第40紙 第18紙 18.5 第40紙 27.0
第19紙 第19紙 37.5 第41紙 第19紙 22.8 第41紙 10.7
第20紙 第20紙 37.7 第20紙 17.4

耕三寺本 藝大本
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